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資 料

新型コロナウィルス感染（COVID-19）
拡大前後の看護学生就職情報の経年別推移

－COVID-19の看護学実習への影響と
就職先選択の関係を検討－

ChangesinNursingStudentEmploymentInformationBeforeand
AftertheSpreadofCOVID-19InfectionbyManagementYear
-ExaminationoftheRelationshipBetweentheInfluenceofCOVID-19

InfectiononNursingPracticeandEmploymentChoice-

澤田みどり

MidoriSAWADA
旭川大学保健福祉学部保健看護学科

Ⅰ．は じ め に

２０２０年１月以降，新型コロナウィルス感染（以下

COVID-19とする）拡大は看護学実習を臨地実習から

学内実習へと変更するという，教育に大きな影響を与

え，臨地実習での学びや就職先の選択肢をも狭めると

いう状況になった。文部科学省は厚生労働省と共に

「新型コロナ感染症の発生に伴う医療関係職種などの

各学校，養成所及び養成施設などの対応について

（２０２０年２月２８日）」６）の中で，「実習施設の受け入

れの中止などにより実習施設などの確保や代替えが困

難である場合，実状を踏まえ実習に代えて演習または

学内実習などを実施することにより，必要な知識及び

技能を修得することとして差し支えないこと」実習等

の授業の弾力的な取り扱いについて周知した。結果，

ほとんどの大学で臨地実習から学内実習やオンライン

での代替実習となった。旭川大学看護学科においても

COVID-19の影響を受け看護学実習を臨地には赴か

ず，学内代替実習で終了する学習形態へと変更を余儀

なくされた。幸いなことに当大学の２０２０年度卒業生

（１０期生）は，全員年度中に１か所以上の臨地実習を

体験しており，実習時間や内容，実習場所の違いは多

少あるものの，入院患者の環境や医療従事者の働く環

境，看護業務の見学など，就職後の看護師業務の具体

的イメージを持つことができた。しかし，２０２１年度

卒業生（１１期生）からは臨地へ赴かず学内実習で完結

という看護学実習の形態になり，臨地で働く看護師た

ちや臨床の現場，病院施設を見ること，医療の現場を

体感することもなく卒業しているのが現実である。そ

こで，COVID-19下で卒業した学年（１１期生と１２期生）

の就職に関する情報と１期生から１０期生までの就職状

況を経年別に整理，就職に関する項目毎の推移をまと

め検討し，今後の就職先選択の支援につながる基礎資

料として活用することを目指す。

Ⅱ．目 的

本調査は，COVID-19下で卒業した１１期生，１２期生

とそれ以前の１期生から１０期生までの就職状況を経年

別に整理し，就職に関する各項目の推移，変化の有無

を明らかにすることを目的とした。

Ⅲ．用 語 の 定 義

旭川実習施設とは，旭川市内にあって臨地実習受け

入れ病院，施設（２００床以上）を指す。

Ⅳ．調 査 方 法

１．対象：旭川大学看護学科１期生（２０１１）から１２期

生（２０２２）までの卒業及び卒業予定学生

２．データー収集方法：大学キャリア支援課所有の卒
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業生就職情報から個人情報（氏名や学生番号）を除

外したものをナンバリングし，就職施設先と地域区

分などを表にし，単純集計した。

３．調査項目：（１）対象者数（２）道内外就職者数（３）

旭川就職者数（４）道内で旭川以外の就職者数（５）

札幌就職者数（５）旭川実習施設就職者数（６）旭川

実習施設以外の就職者数（７）旭川以外の実習施設

就職者数（８）その他就職を希望しないものや進学

者数，国家試験不合格者数

４．倫理的配慮：大学キャリア支援課所有の卒業生就

職情報から個人情報（氏名や学生番号など）を一切

除外したものをナンバリングし，就職施設先と地域

区分などを一覧表にし個人が特定されないようにし

たものを使用。本研究以外に使用することはなく，

研究後は資料の廃棄を約束。
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表１ 対象者の就職に関する情報（数値）

＊２０２０年以降COVID-19に伴う看護学実習の影響（臨地実習中止から学内実習への変更）を受けた学年が１１期生・１２期生

１２期生１１期生１０期生９期生８期生７期生６期生５期生４期生３期生２期生１期生

５.７３.５０１４６１３.９２３.２１１.７１０.９２４.５２７.７８.３道外就職者数

９４.２９６.４１００８０.７９３.９８６７６.７８８.２８９７５.４７２.２８９.６道内就職者数

５１６８.５５７.１５０４３.５３７.８３４.８３３.３４５.６４７.８３８.４５１.１旭川就職者数

４８.９３５.１４２.８５０５６.４５９.４６５.１６６.６５４.３５２.１６１.５４８.８道内・旭川以外就職者数

２２.４１６３０.９２６２４.１３５.１２１.４４２.２３１.５３６.９２３２３.２札幌市就職者数

表２ １期生からの就職に関する各項目の推移

（％）
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図１ １期生からの就職に関する各項目推移

１２期生１１期生１０期生９期生８期生７期生６期生５期生４期生３期生２期生１期生

９４.２９６.４１００８０.７９３.９８６７６.７８８.２８９７５.４７２.２８９.６道内就職者数

５１６８.５５７.１５０４３.５３７.８３４.８３３.３４５.６４７.８３８.４５１.１旭川就職者数

１００７２.９７０.８６９.５８１.４９２.８７３.３７３.３８０.７８６.３１００１００旭川実習施設就職者数

０２７２５３０.４１８.５７.１２６.６２６.６１９.２１３.６００実習施設以外旭川就職者数

表３ １期生からの道内・旭川就職者及び実習施設就職者の推移

（％）

図２ １期生からの道内・旭川就職者及び実習施設就職者推移

Ⅴ．結 果

１． 旭川大学卒業生の就職状況は，１期生から１２期生

まで道内への就職が７～９割を占めている。

２．道外就職者は，２期生から７期生及び９期生で１

割以上から３割以下である。

３．道外就職者は，１期生，８期生，１０期生以後は，

１割以下である。

４．道内就職者で旭川就職者は，多少の変動はあるが

約３割から６割を占めている。

５．道内就職者で旭川以外に就職しているものは，３

割以上６割を占めている。特に２期生から８期生

までは５割以上，７割弱のものが旭川以外の道内

各地に就職している。

６．道内就職者で旭川以外に就職しているものの中

で，札幌就職者は約２割以上４割。特に３・４・

５・７・１０期生が３割から４割の者が札幌に就職

している。

７．道内就職者で旭川市就職者のうち実習施設への就

職者は，７割から１０割を占めており，ほとんどの

期で７割以上の就職者数となっている。

８．道内就職者で旭川就職者のうち実習施設以外の施

設への就職者は，３・４・５・６期生８・９・１０・１１期

生が約２割以上，約３割の就職者数となっている。
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９．１１・１２期生と１期生から１０期生までの就職状況

を見ると，１１・１２期生では道外への就職者数が減

少傾向にある。道内への就職者数は９割を超え増

加傾向にある。

１０．１１・１２期生では，道内就職者で旭川就職者の数に

変化は見られない。また，札幌への就職者の数も

増加していない。が，道内で旭川，札幌以外への

就職者数が微増している。

１１．１１・１２期生では，旭川実習施設への就職者数が増

加し，旭川の実習施設以外の施設への就職者数は

減少している。

Ⅵ．考 察

今回の調査結果では，旭川大学卒業生の就職状況

は，道内就職者が多く，旭川就職者さらに，実習施設

への就職者が多いことが明らかになった。これは１期

生から１２期生まで同様の結果となっている。COVID-19
感染拡大前の２０２０年１月以前の先行研究によれば，

「看護学生の就職選択に与える影響要因」に，「実習病

院での実習指導者からの指導や役割モデルの存在」（小

薬他，２０１８）３），「実習での看護職のイメージの具体化

や患者，指導者からの賞賛・承認による実習での成功

体験」など（田辺他，２０１９）４）が看護職志望の程度を

高め就職先選定の要因となると述べている。これら，

先行研究にある就職先選定要因は，１０期生までの旭川

大学学生の就職状況，調査結果とおおむね一致してい

ると考えられる。旭川大学では，入学者の約９割以上

が道内出身者であり，臨地実習での懇切丁寧な指導体

制と指導内容や多くの先輩が就職し働いていることを

知る，それら一つ一つが選択要因となり，実習施設へ

の就職先選定へとつながっていると推察する。さらに

は，臨地実習を体験する中で，病院，施設での人間関

係や雰囲気，先輩たちが居て院内教育体制が整ってい

るなど，病院臨地実習，オリエンテーションの中での

病院説明や見学，臨地実習の指導などを通して対面で

病院職員の話しを聞き，体験することでこれまでの１

期生から１０期生までは就職先を決定していたのでは

ないかと卒業生の漏れ聞く声から推察することができ

る。

しかし，２０２０年１月から始まったCOVID-19感染拡

大により，医療施設および医療，看護，患者を取り巻

く環境は大きく変化した。それに伴い看護教育の学習

環境も変化し，従来の「見て，体験し学ぶ」という臨

地実習が全くできない状況になった。さらに，就職先

選択の要因となる，対面での施設見学や病院説明会，

インターンシップ，施設職員による就職説明や合同就

職説明会などの開催が中止となった。先行研究にもあ

る，重要な選択要因の「病院による看護師確保活動へ

の参加とともに実習病院での指導体験」（中村他・

２０１７）５）や「その病院の所在地と生まれ育った地域の

距離が希望に合致してる」（大井他，２００９）２）などの

就職選択に関する情報が減少したことを考えると，パ

ンフレットや遠隔による病院紹介，画面での病院概要

の紹介と福利厚生や院内教育制度，相談サポート体制

など一般的情報の提供にとどまり，臨床看護への具体

的なイメージができづらい状況にある。さらには，選

択決定する学生も自分の興味関心のある部分や少ない

情報から就職先を選択，決定しなければならない状況

になっていると考える。

今回の調査結果では，１期生から１２期生まで道内就

職者が多いという就職先選択状況に変化は見られな

かった。しかし，１期生から１０期生と１１・１２期生の

就職先選択の状況を見ると，道外への就職者数が１１・

１２期生の方が減少傾向にある。さらに，旭川実習施設

への就職者数が増加していることがわかる。この変化

は，COVID-19による臨地実習から学内実習への変更

が大きく影響しているとは言い難い。が，臨地実習に

行けなくなる事での選択要因が少なくなり，これまで

の就職者達からの話しや関わりのあった施設に関する

数少ない情報のみで，就職先を選択しなければならな

い現状が影響しているのではないかと推察する。

しかし，これら選択要因の検討には，学生からの声

を聴いておらず，明言はできないし，データーも２年

分と少ない。さらには，就職先選択とCOVID-19の臨

地実習の関係，影響に関する研究は大変に少ない。い

まだwithコロナの時代にあって教育や就職への影響

を考えるのは時期尚早なのかもしれない。しかし，こ

のような臨地実習での学びが保証されない時代だから

こそ，継続した調査や学生の声を含めたデーター分析

が必要となると考える。

就職先選定の先行研究の中で小薬ら（２０１８）は「新

卒看護職の離職率は７％台で推移し，その理由に就職

前に考えていた仕事と実際の仕事のギャップに悩み退

職に結びついている」と就職先選択時の決定要件の重

要さと判断能力と自分の能力の乖離に不安を感じてい

る，現代若者の精神的未熟さを挙げている。さらに続

けて，「教育機関として，学生時代に適切な就職先選定

ができるための支援体制が必要で，さらには看護師と

しての職業的アイデンティティへの支援，対処方法な
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どの準備教育が必要である」（小薬他，２０１８）３）と基礎

教育の準備性を挙げている。

人の生活や人生，価値，人権と尊厳のある，生きた

人間であることを学ぶ場が「臨地実習」であり，教え

るのは「対象者・患者と家族，先輩看護師たち」であ

る。今回の調査からは，COVID-19の看護学実習への

影響と就職先選択の関係を検討するには至らなかった

が，まだまだ続くであろう「ウィズコロナ時代」の臨

地実習への対策，そして個人に合った適切な就職先の

選択支援を考え工夫していくことが看護教育にとって

必要なことであると考える。

Ⅵ．お わ り に

現代の学生は，感覚体験の中で成長し，他者との交

流の希薄さの中での精神的未熟さゆえの配慮の不足な

ど職業的アイデンティティやストレスマネジメントの

未熟性があると言われている。学生たちにとって，学

内臨地実習は「百聞は一見に如かず」の重要な体験と

学びになる。次年度は，今回の調査結果をもとに，学

生からの就職決定に関する声を調査し，まとめ，今後

の教育，就職支援に生かし，さらに知識と実践力のあ

る学生を育成し卒業させることを約束しながら調査結

果報告とする。

最後に，資料を提供してくださった，キャリア支援

課の担当職員に感謝申し上げます。
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